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平均顔を用いた実験用日本人表情刺激作成の試み
Test images of Japanese facial expressions using average faces

A pilot study
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和文要旨

　表情認知に関わる実験研究で用いられる刺激の多くは、撮影環境や表情筋動作が研究ごとに不均一であることや、
個人情報が保護されないという問題がある。そこで本研究では、作成過程が明確で、かつモデルの個人情報を保護
できる日本人表情画像を作成し、その画像について妥当性の検討を行った。
　我々は、広く研究者が利用できる、日本人顔面表情に関するデータベースの構築を試みてきた (Facial 
Information Norm Database : FIND)。そのデータベースの中から、FACS (Facial Action Coding System) の記述に従
った基本 6 表情の表情筋動作が比較的明確であることと、既に実施された評価実験において得られた判断率が高
いことを基準に男女各 3 名を選択し、男女別の平均顔を作成した。
　このようにして作成された表情画像について、その妥当性を検証するために認知的評価実験を行った。実験の結
果、「喜び」「驚き」については判断率 が 90％以上であったのに対し、「恐れ」「嫌悪」の判断率は 50％に満たな
かった。これは、個人の顔を実験刺激とした従来の研究と同様の結果であり、平均顔も、個人の顔画像と同様の特
徴を有することが明らかとなった。実験刺激として平均顔を用いることによって、モデルの個人が特定される可能
性が低くなった。平均顔は、個人情報保護の問題を打開するための有用な手段のひとつと言える。
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1.　緒言
1.1.　実験用表情画像の現状
　近年、工学の分野では顔認証システムの目覚ま
しい発展に伴い、その開発において求められる顔・
表情データベースが各国で構築されている（eg.[1]
[2]）。また、工学に限らず、さまざまな分野の研

究者がそれぞれの研究目的に合致したデータベー
スを容易に検索し利用できるよう、複数のデータ
ベースを紹介するホームページも作成されている
[3]。このホームページに紹介されているだけで
も、36の顔・表情データベース（2009年４月現在）
が登録されている。国別に見ると、もっとも多


